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診療

2016年より当院に血液内科が設立し、今年で 9年目を迎えます。当院の外来患者、入院患者の
大半は高齢者のため、既に複数の合併症を有していると考えられます。当科の血液腫瘍患者も高

齢者が多く、若い患者に行う様な強力な化学療法は、逆に予後を悪化させることになります。こ

こ数年多くの分子標的薬が生み出されたおかげで、高齢者の血液腫瘍の予後や QOLは大幅に改
善されました。血液疾患領域に対する治療の進歩は目覚ましく、日々有効な新薬が生み出されて

います。我々は、これらの最先端の情報を取り入れつつ、個々に応じた治療法を模索することが

重要と考えています。

教育

他科研修中の研修医から、頻繁に受け持ち患者の蛋白分画異常、貧血、白血球数異常、血小板減

少、リンパ節腫大についての相談を受けます。治療を必要とする血液疾患と診断される場合、当

科主導で治療を行います。当科をローテートする研修医は年間一人いれば良い方ですので、他科

研修中に血液疾患の指導を行う機会を持つようにしています。当科で過去に診療した血液疾患

は下記に示すように広範囲にわたります。当院は日本血液学会専門研修教育施設に認定されて

います。施設基準により、血液専門医を育成することはできませんが、内科専門医の認定に必要

な症例は質、数共に確保できます。研修医に血液疾患に興味を持って頂き、高知県の血液内科の

増員に少しでも貢献したいと考えています。

課題

高知県は、基幹病院以外に血液疾患の診療が可能な病院がわずかしかないため、当科でも転院先

には苦慮しています。そのため血液疾患患者は入院期間が長期化し、当院の救急病院としての機

能を損なうという懸念があります。安定化した患者をスムーズに受け入れてもらえるよう、地域

の病院との連携の強化が課題です。

当科での過去診療疾患

１．急性（骨髄性・リンパ性）白血病

２．骨髄異形成症候群

３．悪性リンパ腫、びまん性大細胞型 B細胞リンパ腫、濾胞性リンパ腫、
胃・直腸MALTリンパ腫、バーキットリンパ腫、MTX関連リンパ増殖性疾患、
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血管内リンパ腫、胸水原発悪性リンパ腫様リンパ腫、セザリー症候群、

成人 T細胞白血病リンパ腫、ホジキンリンパ腫
４．多発性骨髄腫

５．骨髄増殖性疾患

（真正多血症、本態性血小板増多症、原発性骨髄線維症、慢性骨髄単球性白血病）

６．慢性骨髄性白血病

７．T細胞大顆粒リンパ球性白血病
８．慢性リンパ性白血病、T-PLL
９．特発性血小板減少性紫斑病

１０．血栓性血小板減少性紫斑病

１１．後天性赤芽球癆

１２．自己免疫性溶血性貧血 (AIHA)
a. 温式 AIHA
b. 寒冷凝集素症

１３．凝固因子欠乏症

a. 後天性第Ⅴ因子欠乏症
b. プロテイン C欠損症
c. 自己免疫性出血病ⅩⅢ/13
d. 後天性第ⅩⅢ因子欠乏症
e. 後天性血友病 A

１４．POEMS症候群
１５．再生不良性貧血

１６．TAFRO症候群
１７．キャッスルマン病

１８．原発性マクログロブリン血症

１９．悪性貧血
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